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平
塚
市
は
、
先
の
第
二
次

世
界
大
戦
に
お
い
て
度
々
空

襲
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
昭

和
二
十
年
七
月
十
六
日
の
空

襲
に
よ
り
旧
市
域
の
約
七

O

軒
が
焼
失
す
る

と
い
う
不
幸
な

¥

歴
史
が
あ
り
ま

¥

す。

r

以
来
五
十
年
、

，

戦
災
復
興
事
業
、

都
市
改
造
事
業
等
が
行
わ
れ

る
な
ど
、
先
人
た
ち
の
た
ゆ

ま
な
い
御
尽
力
が
あ
り
、
今

日
の
よ
う
な
湘
南
地
域
の
中

核
都
市
と
し
て
発
展
を
遂
げ

た
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

ご
覧
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

平
塚
市
の
平
和
推
進
事
業
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、

こ
こ
に
広
報
ひ
ら
つ
か
特
集

号
を
発
行
い
た

特

集

号

の

発

行

に

あ

た

っ

て

し
ま
す
。

h

今
後
と
も
恒

，

、

手

中

長

久
平
和
の
実
現

三
針
u
k泳
維

を
願
い
平
和
事

業
を
市
民
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
推
進
し
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
昭
和
六
十
年
十

二
月
二
十
日
に

「核
兵
器
廃

絶
平
和
都
市
宣
言
」
を
行
い
、

機
会
あ
る
ご
と
に
広
く
市
の

進
事
業
を
積
み
重
ね
て
ま
い

り
ま
し
た
。

今
年
は
、
平
塚
空
襲
か
ら

五
十
年
、
戦
後
五
十
年
及
び

核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言

内
外
に
平
和
の
尊
さ
、
大
切

さ
を
訴
え
て
、
「
I

L
O

V
E
P
E
A
C
E」
を
合

い
言
葉
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

御
協
力
も
い
た
だ
き
平
和
推

か
ら
十
年
と
い
う
節
目
の
年

に
当
た
り
ま
す
。

こ
の
た
び
、
米
国
国
立
公

文
書
館
等
か
ら
終
戦
聞
も
な

い
資
料
を
入
手
い
た
し
ま
し

平和モニュメント

マザーヨヨース ("----・a・・-・帽-----ー・ー・・宙・喧.咽_._---唱・ー._-・・------・・a・・-・・・・咽.咽・e・・世・・・・世・・・・・ー・咽・、

核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言

わ
た
く
し
た
ち
の
ま
ち
平
塚
は
、
過
去
に
戦
災
を

被
り
市
域
の
多
く
を
焼
失
し
た
悲
し
い
歴
史
を
も

っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
の
わ
た
く
し
た
ち
に
は
、
こ

う
し
た
惨
禍
を
く
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
平
和

を
守
り
次
代
へ
引
き
継
い
で
い
く
責
務
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
地
球
上
に
は
、
数
多
く
の
核
兵
器

が
蓄
え
ら
れ
、
人
類
に
深
刻
な
脅
威
を
与
え
て
い
ま

す
。世

界
の
平
和
と
安
全
は
、
す
べ
て
の
人
の
願
い
で

す
。
平
塚
市
は
、
「
国
際
平
和
の
年
」
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
美
し
い
地
球
ど
輝
か
し
い
未
来
を
守
る
た

め
、
国
是
で
あ
る
非
核
三
原
則
の
順
守
ど
あ
ら
ゆ
る

核
兵
器
の
廃
絶
を
願
い
、
「
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
」

を
宣
言
し
ま
す
。

昭
和
大
十
年
十
二
月
二
十
日

このモニ ュメン トは、市 制 施行60周年 を記

念 し、平成5年 3月、総合公園の出会 いの池

西側 に制作設置しました。美しい地球 と幸せ

な家族を イメージしたもので、慣久平和の実

現の願いがこめられています。

平

予家

市

、一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一戸町一一一一_，
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平塚空襲50年特集号}っか

平
塚
大
空
襲

平
塚
市
は
、
昭
和
二
十
年
七

月
十
六
日
か
ら
十
七
日
の
未
明

に
か
け
、

B
m印刷
瑚
瞳
戸
機
百
三
十

二
機
に
よ
り
大
規
模
な
攻
喰
を

受
け
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
平

塚
大
空
襲
」
で
す
。

平
塚
が
空
襲
さ
れ
た
わ
け
は
、

戦
時
下
の
平
塚
が
航
空
関
連
工

業
の
重
要
地
点
で
あ
っ
た
こ
と
、

海
軍
兵
器
工
場

・
航
空
技
術
の

研
究
機
関
が
集
中
す
る
地
点
で

あ
っ
た
こ
と
、
横
浜
i
横
須
賀

i
平
塚
を
結
ぶ
神
奈
川
県
の
主

要
工
業
三
角
都
市
の
西
の
拠
点

で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
理
由
で

し
た
。こ

の
空
襲
は
、
十
六
日
午
後

十
一
時
三
十
二
分
か
ら
十
七
日

記録戦災の、
午
前

一
時
十
二
分
ま
で
の
聞
に

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
、

B
mか
ら
投
弾
さ
れ
た
し
よ
う

い
弾
は
、
全
部
で
四
十
四
万
七

千
七
再
十
六
本
を
数
え
ま
す
。

こ
の
数
は
、
一
夜
の
投
開
散
と

し
て
は
、
全
国
で
一
、
こ
を
争

う
数
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
死

者
二
百
三
十
七
人
、
重
軽
傷
者

二
百
六
十
八
人
、
り
災
戸
数
七

千
六
百
七
十
八
戸
の
被
害
を
受

け
ま
し
た
(
神
奈
川
県
笹
察
調

べ)。(
平
塚
市
博
物
館
図
録
よ
り
)

A 荷車を引く人守

(現・市民プラザ前付近)

V王見 ・平 塚二丁目

の東海道本通 り

を大磯方向に向

か う人 q

町附

り
見

通

ら

本
か
進

目

海

了

東
こ

た

塚

見
平
を

pe

-
面

凡
凶

“

現

方

，

v
 

d

『
現
・
明
石
町
か
ら
見
た
大

門
通
り
交
差
点

• 、-

つ
〕
〉
〕
〕
〉
〕
〉
、
メ
コ
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
J

、

昭
和
二
十
年
七
月
十
六
日
夜
れ
、
西
か
ら
も
束
か
ら
も
火
の
点
体
)
哀
の
田
ん
ぽ
ま
で
逃
げ
家
は
、
離
れ
や
庭
の
木
が
燃

j

f
の
平
塚
空
襲
の
体
験
は
、
官
容
手
が
あ
が
り
真
っ
赤
で
し
た
。
ま
し
た
が
、
ま
た
し
よ
う
い
弾
え
、
古
い
母
屋
だ
け
無
事
で
し

札

、

ま
っ
た
だ
中
の
私
に
と
っ
て
は
、
近
所
の
男
の
方
が
ご
う
に
入
れ
の
柄
。
ま
さ
き
の
垣
根
に
へ
ば
り
た
。
父
と
近
所
の
方
の
五
人
程

J

V
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
苦
い
さ
せ
て
く
れ
と
来
ま
し
た
が
、
付
い
て
き
乞
寄
せ
て
い
る
と
、
で
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
消
し
止
め

A

f

思
い
出
で
す
。
そ
の
カ
の
話
で
は
、
女
子
供
は
近
く
の
豚
小
屋
の
と
こ
ろ
で
悲
た
そ
う
で
す
。
ぉ
陰
で
我
が
家

K

、

そ
の
日
、
母
は
下
品
の
親
せ
皆
逃
げ
て
私
た
ち
だ
け
と
の
こ
的
。
か
わ
い
そ
う
に
、
直
唱
に
か
ら
五
軒
ほ
ど
は
煩
焼
を
免
れ

j

f
き
の
畑
の
手
伝
い
に
行
き
、
歩
と
で
、
火
攻
め
に
な
っ
た
ら
消
や
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
焼
け
残
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

九

「

い
て
馬
入
の
自
宅
ま
で
帰
っ
て
火
作
業
の
足
手
ま
と
い
に
な
る
恐
怖
の
一
夜
は
、
空
襲
、
大
家
の
回
り
廊
下
か
ら
向
こ
う

」

W
き
て
い
ま
し
た
。
そ
の
夜
で
す
。
か
ら
逃
げ
た
方
が
よ
い
と
い
う
火
災
と
と
も
に
明
け
ま
し
た
。
は
、
一
面
の
焼
け
野
原
。
涙
ぱ

/

f

空
襲
笹
報
が
鳴
る
や
否
や
、
西
こ
と
に
な
り
、
家
は
守
る
か
ら
次
第
に
火
の
手
も
下
火
に
な
り
か
り
出
ま
し
た
。
父
の
友
人
は
、

k

、

の

花

水

川

、

東

海

岸

方

面

で

直

J

V
の
馬
入
川
の
空

註

1海

F
R
E長
D
本

突

撃
に
合
い
、
母

A

h

に
照
明
弾
が
落

仇

週

司

;ρ斗
rグコ立
F
Gや
馬

娘
を

一
度
に
亡

し

、

と
さ
れ
、
町
は

民

国

F
山引
い』
雪
辱

)

く
さ
れ
ま
し
た

o
j

f

昼
間
の
よ
う
に

a画
F
W句
、

菊

地

節

子

さ

ん

私
の
命
が
有
っ

k

v

as圃
直
司

命
、

ー

明
る
く
な
り
ま

』
'
4
R

吋、

(
老
松
町
)
た
の
が
不
思
議

J

V

し

た

。

あ

あ

、

な

く

ら

い

で

A

f

今
夜
で
命
も
終
わ
っ
た
か
と
思
い
と
の
父
の
言
葉
を
耳
に
、
母
と
く
す
ぶ
る
煙
の
中
、
家
は
、
父
す
。

』札

、

ま
し
た
が
、
考
え
る
間
も
な
く
、
妹
と
亙
布
団
一
枚
を
か
ぶ
っ
て
、
は
、
白
々
と
夜
が
明
け
る
に
つ
今
日
の
幸
せ
な
時
代
が
来
る

j

f
庭
に
造
つ
で
あ
っ
た
四
位
半
位
し
よ
う
い
聞
の
落
下
会
見
な
が
れ
、
心
配
は
謀
る
ば
か
り
。
そ
と
は
、
あ
の
時
、
全
く
怨
傑
も

へ

「

の
広
さ
の
防
空
ご
う
に
、
寝
て
ら
、
物
陰
伝
い
に
火
の
手
の
上
の
う
ち
、
も
う
大
丈
夫
、
そ
ろ
っ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
平
和
こ

し

り

い
た
布
団
を
家
族
リ
レ

l
で
投
が
ら
な
い
暗
い
方
へ
と
逃
げ
ま
そ
ろ
我
が
家
に
戻
っ
て
み
よ
う
そ
こ
の
上
無
き
幸
せ
と
思
い
ま

/

f

げ

入

れ

ま

し

た

。

そ

の

速

さ

は

し

た

。

と

、

く

す

ぶ

っ

て

熱

い

中

を

歩

す

。

空

襲

、

し

よ

う

い

弾

を

受

k

可

驚

く

ほ

ど

。

し

か

し

、

途

中

、

し

よ

う

い

き

ま

し

た

。

父

も

無

事

で

し

た

け

た

怖

い

体

験

は

、

も

う

二
度

J

V

私
た
ち
は
、
荷
物
の
ご
う
と
弾
が
ザ
!
と
落
ち
て
来
る
と
、
が
、
必
死
の
消
火
作
業
を
行
っ
と
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
患
い

ハ

「

は
別
の
防
空
ご
う
に
入
り
、

空
た
ち
ま
ち
私
た
ち
は
、
パ
ラ
パ
た
の
で
し
ょ
う
、
父
の
目
は
、
ま
す
。

L

、v
を
見
て
い
る
と
、
し
よ
う
い
弾
ラ
。
す
ぐ
呼
び
合
っ
て
無
事
を
う
さ
ぎ
の
白
よ
り
も
瓦
っ
赤
で
|
平
和
の
文
集
よ
り
抜
粋

l

j

〆

の
雨
が
ザ
!
と
次
々
に
投
下
さ
確
か
め
な
が
ら
日
国
(
現
円
産
し
た
。

ハ
k

?
〔
(
(
(
(
〔
(
(
(
f
k
(
(
〔
(
(
(
(
(
(
L

4 
米
軍
兵
士

iii 
を
聞
カ、

ー オ1
.る

1・男
性
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↓
ヌ
尼
」
か
ら
葎
東
を
見
る

A
当
時
と
現
在
4
『

-. ・.. ， . . ・. . ・.V 発 見 さ れた投下爆湖(不発蝉)

!、3

現
・
総
合
公
園

・
東
側
県
道
周
辺

当
時
と
現
在

…
立

ら
国

か

…
国

料

…

米

資

す
…

、
の
で

い

は

蔵

の

一

…
其
所

も

日
写
館
た
…

.
の
岱
し
…

一
時
文

手

…

…
当

公

入

・ ~理f!44万7.716本の軌跡

平塚大空襲50年 ・戦後50年にあたり、「平塚大空襲」の

実態を戦中 ・戦後の資料を通して紹介し、平和の尊さを

訴え、郷土平塚の近 ・現代史を明らかにすることを主旨

とします。

砂主催 平塚市博物館

惨後援 ・協力 平塚の空襲と戦災を記録する会

砂期間 平成ア年ア月15日(土)-8月30日(水)

惨会場 平塚市博物館特別展示室及び常設展示室 1階寄

贈昂コーナ-

b展示コーナー ①平嫁の戦争一出征と戦地と死一 ② 

軍都平塚一海軍の町平塚一 ③戦時下の市民生活一国

家総動員一 ④平塚大空襲一準備された空襲一 ⑤戦

争と子供一巻き込まれた子供たちー ⑤市内の戦跡

砂講演会 巴月13日(日)13時-15時、講師栗田尚弥氏

(お茶の水女子大学講師)、テーマ 「戦争末期の湘南

地区と平塚大空襲(仮題)、会場 博物館講堂 ※参加

自由

惨戦跡見学会 ア月16日(日).8月20日(日)、 10時-12
時、会場市内各所、集合場所博物館正面玄関前(10
時) ※参加自由

砂問い合わせ先 平塚市博物館

B
mの
空
襲
の
直
撃
を
受
け
た
海
軍

ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
倉
庫
跡

電話33-5111
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‘ 市民広島派遣

8月 6日 lこ広島市で開催さ

れ る 平 和 祈 愈 式 典 に あ わ せ て

親子を派遣します。

d

司
市
民
の
つ
ど
い
H

平
和
灯
ろ
う
流
レ
グ

8
用
情
自
に
金
目
川
の
観
音
橋
下
川
原

で
行
い
ま
す
。

平塚空襲50年特集号広報ひらつか平成7年 7月15日

惨市民キャンベーン

市民ガ多く集まる総合公園などで 市 民

の手から手へと平和の尊さ、大切さを伝

えるキャンペーンを行っています。

』

F

平
和
宣
言
塔

広
く
市
の
内
外
に
槙
兵
器
廃
絶
平
和

都
市
宣
言
を
広
め
る
定
め
市
内
の
道
路

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

の期間中、

市 や 市 民 団

今年も平和月間 (フ月15日-8月 四 日)

市民の皆さんと一 緒に平和を考えるた め、

体が平和に関する事 業を実施します 。

v 怠4・-UtI.I。ρ議;
L 市か主催する平和事業 t 

命平塚空襲のあとを歩こう さきも残る戦争のつめあと

日時ア月16日(日)16時-18時
会場平塚市中央公民 館

主催非核平和ひらつか市民の会 ・平塚母親の会

※雨天の場合は、米軍損影のフィルムよ映と体験談

令 部ピースサイクル神奈川ネットワーク

日時フ月21日(金)13時40分 -14時
会場平塚市役所庁台前ほか

主 催 ピースサイクル神奈川ネットワーク事務局

・ジョー・オダネル摘演会「広島 ・畏崎からスミソニアンへ」

マンの50年
日時フ月21日(金)14時一16時
会場農業会館

主催平塚YWCA
・被爆者数撞街頭カンパ

日時フ月26日(水)17時3D分一19時
会場平塚駅周辺等

主催平縁地区労働組合 協 議 会

令被 爆50周年原水場禁止神奈川県平和行進

日時 フ月27日 (木)巴時-13時
会場 二宮→大磯→平塚→茅ヶ崎

主催平塚地区労働組 合 協 議 会

命ユニセフ活動なつやすみ子どものっとい

日時フ月31日(月) (午前の部) 10時-11時50分
15時四分

会 場 MNピル11階第 E会 議 室

主催 日本ユニセフ協会平塚友の会

・ユニセフ写真展「バングラデシユ・母と子」 貧困からの脱出

日時日月3日 (木)- 白白(火)日時30分一18時
会場市民 プラ ザ

主催 日本ユニセフ協会平塚友の会

.平和映画会「ひめゆりの浴Jのよ眼と平和パネル展

日時巴月3日 (木)18時から

会場 平躍市民センタ 一大ホール

主 催 平縁地区 労 働 組合協議会

※有料

.被爆50周年記念頭幾「平和のための原爆展」

日時 己月4日(金)-6日(日)1 0時一19時(ただし、白日は17時まで)

会 場 平 塚 市 中 央 公 民館2階ギャラリー

主催平塚市原爆被災 者の会

.第10回反桜平和駅伝大会

日時巴月白日 (日)12時-15時
会場藤沢→茅ヶ崎→平塚

主催新日本体育連盟湘南地区連盟

今絵本「わすれないあの目J 原画展大年田空襲

日時己月15日(火)-19日 (土)1 0時~ げ時(ただし、 15日は11時から)

会場平嫁市中央公民館2階ギャラリー

主催非核平和ひらつか市民の会 ・平塚母親の会

※「出版記念のつどしU も次のとおり開催します

巴月15日(火)15時-19時 作者 ・三代沢史子さんのお話 な ど

今四之宮地区平和祈念祭

日時日月15日(火)11時50分-15時
会 場 前 鳥 神 社 慰霊碑前

主 催 四之宮地区自治会連合会

.国際理解・国際協力のためのポスター・作文コンテスト作昆展示会

日時巴月18日(金)-22日(火)1 0時-19時
会場市民プラザ

主催国連協会平潔支部

米従軍カメラ

(午後の部) 13時3D分~

戦時中の生活物品、 記 錦

文書 などの資料の収集にご

協力を/

惨連絡先平塚市博物館

惨電話 33-5111 

.夏期特別展 r44万 7.716本の軌跡」 平塚の空襲と戦災一

日時 ア月15日(土)-巴月3D日(水)8時-16時50分(ただし、入場は16時30
分 まで)

会場平塚市博物館.r平和の本」特別展示

日時フ月15日 (土 )-8月20日(日)日時-16時50分
会 場 平塚市中央図密館 ・北図Z書館 ・西国館館

4砂平塚空襲の日市民キャンベーン

日時フ月16日(日)13時 3D分 ~

会場平塚駅周辺

運営 1 LOVE PEACE事業運営委員会

・平塚空襲戦災記録写真展

日時フ月げ日(月)-31日 (月)己時3D分-17時
会場平塚市役所市民ホール

・平和映画会

合フ月21日 (金)15時から、「東京ヒロシマ子ども派遣団」

会場平塚市西国 密 館

会 フ月3D日 (日)10時からと14時からのE回、「教えられなかった戦争」

会場平塚市中央図岳館

*8月4日(金)15時から、 rつるにのって「とも子の冒険JJ

会場平啄市西園田館

会巴月白日(日)10時からと14時からのE回、「ちいちゃんのかげおくり」

会場平塚市中央図E館

公日月13日 (日)1 0時からと14時からのE回、「十六地蔵物語 J

会場平塚市中央図控館

女己月18日(金)15時から、「みいちゃんのてのひら」

会場平塚市西図留館

.広島長崎被爆写真展

日時 日月 1日(火)-8日(水)8時3D分一17時
会 場 平 縁 市 役 所市民ホール

・市 民広島派遣ー 親子10組を広島市に派遣

日時 日月4白(金)-白日(日)

運営 1 LOVE PEACE事業運営委 員 会

・市民のつどい"平和灯ろう流し"

日時 巴月16日(水 )18時3D分 -20時
会 場 金 目 川 観 音橋下川原

運営 1 LOVE PEACE事業運営委員会
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